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ミニ シ ン ポ ジ ウム

フ グの 毒蓄積機構　フ グ は なぜ 毒 を もつ の か
一一

野 冂 玉 雄
1，2 （長 大水 ），宮 澤 啓 輔

3
〔広 大生 物生 産 ），松 居 　 隆

4
陳 人院農）

，

　　山 森 邦 夫
5

（北単 大 水 ）， 長 島 裕 二 6 （東 水大 ），荒 川　　修
1 （長大水）

Current　Researchcs　on 　Toxi且cation 　Mechanism 　of　Pu使 r

TAMAo 　NOGUCHI ，L2　KEIsuKE 　MIYAZAWA ，3　TAKAsIIr　MATSUI ，4

K し
1Nlo

　YAMAMORL5 　YuJI　NAGASHIMA
，

60sAMu
　ARAKAWA1

1F
α c踞的

層
tfFisheries ，　Nagasa々 i　Liniver，吻 ，　IVTagasaki　852 −8521 ，2P アessEntadclre ∬ ドfaPan　FrozEn　Foc）ds　lnsPe‘tion　Co吻 1 αtio7z，

7殉 ・
oIO5

−00 ヱ2 ，塑切 幽
・
α厂APPtied　Biogosrical　Scブen （／e，　H 吻 ∫ノz廟 α 肋 ゴ灘 吻 ，劭 η∫ノ励 α Z？9−8528 ，4Graduate

　School　（ij
Agricrdtural　and 　Life　S（／iences，　The ［Jniversit．v　of

’
γ砺 鷺 7罐 yo 〃 3−8657，5S 伽 ol αズF酌 碗 85 距 6   ∫，　Kitasato 翫 ガ蹴 吻 ，

f照 te　022−0101，呂
ヱ）eParttnent 　o．厂17θθ4 ∫‘

’
tlence 　and 　Tet：hnology．，2b加 lfniversit！，　ox

’
　Fisheries，7殉

．0108 −8477 ，　Jaヵ覦

は じ め に

　現在， トラ フ グの 種苗牛産，養殖 事業 も軌 道 に の り，

安 全な フ グ の 安定 した 供給 に貢献 して い る。そ して フ グ

毒 研 究 に つ い て も，1987年 Ll本水 産学 会 秋季 大 会 で 開

催 され た ン ン ポ ジ ウ ム 1
一
フ グ毒研 究の 最近 の 進 歩」以 来，

飛躍 的な進歩 を遂 げ，フ グ が も つ 毒成 分 の 多 様 性 な らび

に フ グ毒 を もつ 広 範 な生 物種 が 明 ら か に され ，生 体 内 に

お け る フ グ 毒 の 分布 と存 在 形 態 も調べ られ て い る。さ ら

に フ グ が 毒 を保 持，蓄積す る仕組み に つ い て も生体 高 分

t：成 分 と毒の か か わ りや テ トロ ド トキ シ ン 結合 タン パ ク

質 の 存在，フ グ の Na ＋
チ ャ ン ネ ル の 構造な ど

“
フ グ が

な ぜ 毒 を もつ こ とが で き るの か
”

の 謎を解 き明か す 鍵 と

な る重 要な 知見が 集積さ れ つ つ あ る。また，フ グ毒研究

を 強 力 に 推進 す る た め の ツ
ー

ル と して 期 待 され る 抗 テ ト

ロ ド トキ シ ン モ ノク ロ
ー

ナ ル 抗体 が開 発 され，高速液体

〃 ロ マ トグ ラ フ
ー
質量 分析訓 も普 及 して きた。

　そ こ で ，平 成 14年 日 本水 産学 会 大 会 期 間 中 に 開催 さ

れ た 本 ミこ シ ソ ポ ジ ウ ム で は ，rノ グ の 特 異的な 生理 機構

に 焦点 を 当て，最 新 知 見 を整 理 ，総括 す る と と もに ，フ

グの 毒化機構解 明 へ 向 け た 今後の 研究に つ い て 展望 す る

こ とを 目 的 と し，以 下 の プ ロ グ ラ ム に した が ・．
・ て講 演 な

ら び に討論 を 行 った。

　　　　　　　　　 〈プ ロ グ ラ ム 〉

　　フ グの 毒蓄積機 構　フ グ は な ぜ 毒 を もつ の か

企 画 責任 者 ：Fj・ロ 工 雄 （長 大 水 ）・宮澤啓輔 （広 大生 物

　　　　　　 生 産 ）・松 居 　隆 （東 大 院農）・山森邦 夫

　　　　　　 〔北 里 人 水 ）
・
長島裕二 （東水大）・荒川 修

　　　　　　 （長 大 水 〕

開会の 挨拶　　　　　　　　宮澤啓輔 （広大生物生産）

　　　　　　　　　　座 長 　松 居　隆 （東大院農）
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　　　　　　　　　　座長　塩 見 雄 （東水大）

4， フ グ の Na ト
チ ャ ン ネ ル 山

．
トま り （東北大院農）

5，抗 TTX 抗体を利用 した フ グ毒研究

　　　　　　　　　　　　　川 津 健 太郎 （大阪衛研）

6・ 7 グ 毒研究 の 展望　　　野 riモ雄 （長人水）
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